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貸 借 対 照 表 

（2025 年 3 月 31 日現在） 

 

（単位：千円） 

科 目 金 額 科 目 金 額 

資 産 の 部 負 債 の 部 

流動資産 22,491,178 流動負債 21,179,484 

現金及び預金 650,028 未払金 164,120 

  預託金 1,174,914 未払費用 144,490 

  自己暗号資産 4,301,880 預り金 1,067,905 

利用者暗号資産 15,828,086 利用者からの預り暗号資産 15,828,086 

前払費用 26,635 未払法人税等  5,132 

その他 509,632 借入暗号資産 3,956,682 

固定資産 74,964 前受収益 100 

 投資その他の資産 74,964 株式給付引当金 3,826 

関係会社株式 69,544 その他 9,140 

出資金 2,420 固定負債 922,057 

その他 3,000 長期借入金 900,000 

  株式給付引当金 2,271 

  その他 19,785 

  負 債 合 計 22,101,541 

  純 資 産 の 部 

  株主資本 464,601 
  資本金 100,000 

  資本剰余金 1,338,989 

  資本準備金 1,338,989 

  利益剰余金 △ 974,387 

  その他利益剰余金 △ 974,387 

  繰越利益剰余金 △ 974,387 

  純 資 産 合 計 464,601 

資 産 合 計 22,566,142 負 債 純 資 産 合 計 22,566,142 

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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損 益 計 算 書 

（ 自 2024 年 4 月 1 日  

 至 2025 年 3 月 31 日 ） 

 

 

 (単位：千円) 

科 目 金 額 

営業収益      

暗号資産売買等損益 788,718  

受入手数料等 129,711 918,429 

営業費用      

 販売費及び一般管理費 1,753,757 1,753,757 

営業損失（△）  △ 835,328 

営業外収益     
 

受取利息 993  

雑収入 1,533 2,526 

営業外費用      

支払利息  10,800  

暗号資産売買等損益 37,133  

出資金組合等損益分配損 16,640  

雑損失 4,025  

その他 4,538 73,138 

経常損失（△）  △ 905,940 

特別利益    

暗号資産受贈益 36,177 36,177 

特別損失      

子会社清算損 16,626  

関係会社株式評価損 82,563 99,189 

税引前当期純損失（△）  △ 968,952 

法人税、住民税及び事業税 5,434 5,434 

当期純損失（△）  △ 974,387 

 (注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書 

（ 自 2024 年 4 月 1 日  

 至 2025 年 3 月 31 日 ） 

 

 

      (単位：千円) 

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 

当 事 業 年 度 期 首 残 高 100,000 8,160,000 ― 8,160,000 

事 業 年 度 中 の 変 動 額     

  新 株 の 発 行 400,000 400,000 ― 400,000 

  減 資 △ 400,000 △ 7,221,010 7,621,010 400,000 

  欠 損 填 補 ― ― △ 7,621,010 △ 7,621,010 

  当 期 純 損 失 （ △ ） ― ― ― ― 

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 ― △ 6,821,010 ― △ 6,821,010 

当 事 業 年 度 期 末 残 高 100,000 1,338,989 ― 1,338,989 

 

  

株主資本 

純資産合計 
利益剰余金 

株主資本合計 その他利益剰余金 
利益剰余金合計 

繰越利益剰余金 

当 事 業 年 度 期 首 残 高 △ 7,621,010 △ 7,621,010 638,989 638,989 

事 業 年 度 中 の 変 動 額     

  新 株 の 発 行 ― ― 800,000 800,000 

  減 資 ― ― ― ― 

  欠 損 填 補 7,621,010 7,621,010 ― ― 

  当 期 純 損 失 （ △ ） △ 974,387 △ 974,387 △ 974,387 △ 974,387 

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 6,646,623 6,646,623 △ 174,387 △ 174,387 

当 事 業 年 度 期 末 残 高 △ 974,387 △ 974,387 464,601 464,601 

 (注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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【個別注記表】 

 

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1) 資産の評価基準及び評価方法 

① 暗号資産の評価基準及び評価方法 

イ.自己暗号資産に関する期末評価 

活発な市場が存在する暗号資産は時価法を採用し、 

活発な市場が存在しない暗号資産は総平均法による原価法を採用しております。 

 

ロ. 利用者暗号資産に関する会計処理 

利用者から預託を受けた暗号資産は、貸借対照表上の資産として計上し、 

同額を負債として計上しております。 

 

② 有価証券の評価基準及び評価方法 

イ. 関係会社株式 

移動平均法による原価法で計上しております。 

 

ロ.その他有価証券 

市場価格のない株式等について移動平均法による原価法で計上しております。 

 

(2) 引当金の計上基準 

株式給付引当金 

当社の受入出向者の出向元である LINE ヤフー株式会社における株式給付信託制度(J-ESOP)にかかる当社の負担

金額の見込み額を計上しております。 

 

(3) 繰延資産の処理方法 

株式交付費 

支出時に全額費用として処理しております。 

 

(4) 収益及び費用の計上基準 

当社は、暗号資産交換業を主な事業としております。当該事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充

足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりです。 

 

受入手数料 

暗号資産送金手数料及び法定通貨出金手数料等であり、暗号資産送金時及び法定通貨出金時等に履行義務が充

足されるため、一時点で収益を認識しております。 
 

(5) その他計算書類の作成のための基本となる事項 

① 関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続 

イ．借入暗号資産に関する会計処理 

暗号資産の借入については借入暗号資産を計上しており、借り入れた暗号資産はすべて 

活発な市場が存在することから市場価格に基づく価額をもって貸借対照表に計上すると 

ともに、帳簿価額との差額は暗号資産売買等損益として計上しております。 

 

ロ. 貸付暗号資産に関する会計処理 

暗号資産の貸付については貸付暗号資産を計上しており、貸し付けた暗号資産はすべて 

活発な市場が存在することから市場価格に基づく価額をもって貸借対照表に計上すると 
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ともに、帳簿価額との差額は暗号資産売買等損益として計上しております。 

なお、貸付暗号資産は、「流動資産」の「その他」及び「固定資産」の「その他」に含んで計上しております。 

 

 

（追加情報） 

（「暗号資産取引業における主要な経理処理例示」の適用） 

「暗号資産取引業における主要な経理処理例示」（一般社団法人日本暗号資産取引業協会 2020 年 6 月 12 日公表）

に従った会計処理を適用しております。 

 

（「資金決済法における暗号資産の会計処理等に関する当面の取扱い」の適用）  

「資金決済法における暗号資産の会計処理等に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 38 号 2018 年 3 月 14 日）

に従った会計処理を適用しており、計算書類に暗号資産に関する注記を記載しております。 

 

 

2. 貸借対照表に関する注記 

関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債務 111,960 千円 

長期金銭債務 919,785 千円 

 

 

3. 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

営業取引による取引高  

営業収益 90 千円 

営業費用 266,656 千円 

営業外取引による取引高 63,603 千円 

うち、子会社清算による配当取引 16,626 千円 

 

 

4. 株主資本等変動計算書に関する注記 

当事業年度の末日における発行済株式の種類及び総数に関する事項                       

   (単位：株) 

株式の種類 
当事業年度期首 

時点株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

時点株式数 

普通株式 1,181,910 36,088 ― 1,217,998 

 

当社は 2025 年 3 月 27 日に資本金及び資本準備金の額の減少、並びに剰余金の処分を次のとおり実施しておりま

す。            

(1) 資本金の額の減少 

① 減少する資本金の額 

資本金 500,000 千円のうち、400,000 千円（減少後の額 100,000 千円） 

② 資本金の額の減少の方法 

無償減資とし、発行済株式総数を変更せずに、資本金の額を減少させ、その他資本剰余金に振り替えまし

た。 

 

(2) 資本準備金の額の減少 

① 減少する資本準備金の額 
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資本準備金 8,560,000 千円のうち、7,221,010 千円（減少後の額 1,338,989 千円） 

② 資本準備金の額の減少の方法 

資本準備金の額を減少させ、その他資本剰余金に振り替えました。 

 

(3) 剰余金の処分 

資本金及び資本準備金の額の減少の効力発生により生じるその他資本剰余金 7.621,010 千円を繰越利益剰余金に

振り替え、欠損填補に充当しております。 

 

 

5. 会計上の見積りに関する注記 

関係会社株式の評価 

(1) 当事業年度の計算書類に計上した額 

科目 当事業年度計上額 

関係会社株式 69,544 千円 

関係会社株式評価損 82,563 千円 

 

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

関係会社の財政状態等により、関係会社株式の評価においてその実質価額が著しく低下した場合には実質価額

の回復可能性を見積っております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可

能性があり、関係会社の事業計画等の見直しが必要となった場合、翌事業年度の計算書類に重要な影響を与える

可能性があります。 

 

 

6. 税効果会計に関する注記 

繰延税金資産の発生の主な原因は、繰越欠損金であります。 

なお、将来減算一時差異と将来加算一時差異の解消見込額を相殺した純額の繰延税金資産から同額の評価性引当額を

控除しているため、貸借対照表には計上しておりません。 

 

 

7. 金融商品に関する注記 

(1) 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取り組み方針 

当社は、資金運用については預金等安全性の高い金融資産に限定しております。 

② 金融商品の内容及びリスク 

預金及び預託金は、預け先の信用リスクを有しておりますが、いずれも信用度の高い銀行及び信託会社等

に預け入れております。 

未収入金及び立替金に係る取引先の信用リスクは、回収状況をモニタリングし、リスクの低減を図ってお

ります。 

差入保証金及び預け金は、暗号資産を調達するために他の暗号資産交換業者等に預け入れている資金であ

り、信用リスクを有しておりますが、取引量に応じて、残高をモニタリングし、リスクの低減を図っており

ます。 

敷金及び保証金は、預け先の信用リスクを有しておりますが、信用度の高い協会等に預け入れておりま

す。 

未払金、顧客からの預り金及び受入保証金並びに長期借入金は、資金調達に係る流動性リスクに晒されて

おりますが、財務部門にて適時資金繰りの見直しを行うことにより、流動性リスクを管理しております。ま

た、借入金の使途は運転資金となります。 
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(2) 金融商品の時価等に関する事項 

2025 年 3 月 31 日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり

であります。なお、市場価格のない株式等（貸借対照表計上額 69,544 千円）は、下表には含めておりません。ま

た、現金は注記を省略しており、預金、預託金、その他流動資産、未払金、預り金及びその他流動負債は短期間

で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。 

 (単位：千円) 

 貸借対照表計上額 時価 差額 

長期借入金 900,000 903,522 3,522 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の 3 つのレベルに分類 

しております。 

レベル 1 の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価 

レベル 2 の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価 

レベル 3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価 

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ 

属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

 

長期借入金 

長期借入金の時価については、元利金の合計額と当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、 

割引現在価値法により算定しており、レベル 2 に分類しております。 

 

 

8. 暗号資産に関する注記 

(1) 暗号資産の貸借対照表計上額 

       (単位：千円) 

 貸借対照表計上額 

保有する暗号資産（預託者から預かっている暗号資産を除く） 4,302,233  
預託者から預かっている暗号資産 15,828,086 

 

(2) 保有する暗号資産の種類ごとの保有数量及び貸借対照表計上額 

 

① 活発な市場が存在する暗号資産 

(注）自己が保有する暗号資産の保有数量及び貸借対照表計上額は、貸借対照表上の「自己暗号資産」に、「流動資産」の「そ

の他」に含んで計上している貸付暗号資産を加えて算出しております。 

 

種類 保有数量（単位） 貸借対照表計上額（千円） 

ビットコイン  188.979   BTC  2,341,968 
イーサリアム  610.885   ETH  167,399 
ビットコインキャッシュ  3,096.044   BCH  141,292 
ライトコイン  8,231.680   LTC  102,866 
リップル  2,338,847.722   XRP  734,562 
ステラルーメン  1,295,526.865   XLM  51,378 
テザー 532,954.620   USDT 79,953 

カイア  44,420,868.985  KAIA 682,815  
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② 活発な市場が存在しない暗号資産 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 

 

 

9. 関連当事者との取引に関する注記 

(1) 親会社及び法人主要株主等 

 (単位：千円) 

種類 
会社等の 

名 称 

議決権等の所有 

（被所有）割合

(%) 

関連当事者 

と の 関 係 
取引内容 取引金額 科目 期末残高 

親会社 

Z 中間グローバ

ル株式会社 

(被所有) 

直接 93％ 
出向者の受入れ等 

資本の払込 

(注）2 
800,000 ― ―    

LINE ヤフー株

式会社 

(被所有) 

間接 93％ 

運転資金の借入れ 

出向者の受入れ等 

支払利息 

(注）3 

10,800 

 

長期借入金 

長期未払利息 

(注）3 

900,000 

19,785 

 

出向負担金 

(注）4 

役務の受入れ 

(注）5 

645,163 

 

261,202 

 

未払金 

未払費用 

59,872 

52,088    

上記のうち、取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注）1. 重要性が乏しい取引は記載を省略しております。 

(注）2. 当社が行った第三者割当増資について、1 株につき 22,168 円での資本が払い込まれたものであります。 

(注）3. 資金の借入に係る支払利息については、市場金利を勘案して決定しております。 

(注) 4. 出向負担金については、出向元の給与水準を勘案し、両社協議の上で決定しております。 

(注) 5. 役務の受入れについては、内容を勘案し、契約により取引条件を決定しております。 

 

(2) 関連会社等 

(単位：千円) 

種類 
会社等の 

名 称 

議決権等の所有 

（被所有）割合

(%) 

関連当事者 

と の 関 係 
取引内容 取引金額 科目 期末残高 

子会社 

LVC USA Inc. 
(所有) 

直接 100% 
費用の立替等 

清算配当金の受取 

（注）2 
79,657 ― ― 

LINE TECH PLUS 

PTE. LTD 

(所有) 

直接 100% 
費用の立替等 

暗号資産の譲受 

（注）3 
36,177 ― ― 

上記のうち、取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注）1. 重要性が乏しい取引は記載を省略しております。 

(注）2. LVC USA Inc.は解散し、2024 年 7 月 16 日に清算配当金を受けております。 

これに伴い、子会社清算損 16,626 千円が計上されております。 

(注）3. これらについては、暗号資産の市場実勢等を勘案して決定しております。 
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10. 1 株当たり情報に関する注記 

 

1 株当たり純資産額 381 円 45 銭 

1 株当たり当期純損失（△） △ 803 円 91 銭 

 

 

11. 収益の認識に関する注記 

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

「1.重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「(3)収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


